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他者からの受容感 と生き方態度に関する研究

一存在受容感尺度による検討 一

高 井 範 子

【要 旨 】

本研究では存在受容感尺度の再検討 を行 い、大学生および成人男女合計1695名(M687名 、F1008名:大 学生か ら70

代 以上の計7つ の年齢群)を対象 に、存在受容 感尺度が測定 する領域の発達 的変化の検討お よび生 き方態度 との関連

の検討 を行 った。存在受容感尺度 か らは4因 子 「他 者か らの受容感」「孤独感 ・疎外感 」「超越力 を意識」 「感謝 ・

安 らぎ感」が抽出されたが、前2下 位尺度 は性の主効 果のみが見 られ、「他者か らの受容感」 は女性が、「孤独感 ・

疎外感」 は男性が それぞれ有意に得 点が高 く、性 差が明確 な ものとなっていた。「超越力 を意識」領域 お よび 「感

謝 ・安 らぎ感」は加齢 に伴 って得点が上昇す る傾向 にあ り、前者では女性の20代 か ら30代 にかけて0.1%水 準での有

意な得点上昇が特徴 的であった。 また、両者共 に女性の方が男性 よりも得点が高い傾向にあ り、前者で は30代 、40

代 、60代 において性差が見 られ、後者 でも女性の方が男性 よ りも有意に得点が高 く、性差 が明確 なもの となってい

た。 さらに、 「他者か らの受容感」や 「感謝 ・安 らぎ感」 は自己の存在価値意識や 自己受容 と正の関連 をもち、人

生に対す る積極 的な生 き方態度や他者受容 にも影響 を及ぼす ものであ るこ とが示 された。

1.は じめ に

人が 生 きてい く上 にお い て 「受 容」 とい うテ ーマ は重要 な もの であ ろ う と思 わ れ る。従 来、 心理 学領 域

で は 「受容 」 と言 えば 「自己 受容 」 が主 と して取 り上 げ られ 、 自己受容 ほ どでは ない が、 そ れ との関連 で

「他 者受 容 」 が取 り上 げ られ て きた 。 成 人期 にお い て 自 己受 容 度 は加 齢 と共 に増 加 す る傾 向 に あ り(高

井,2000a)、 あ りの ままの 自己 を受 容 で きて い る こ とは 、人 生 を主 体 的 自律 的 に生 きる こ とや、 日々 の生

活 にお いて 自己課題 的、意 味 志向 的 に生 き、 自己の存在 価 値 意識 を高 め る こ とに強 く関連 し、他 者 を受 容

で きる こ とに も通 じる もの で あ る こ とが 示 され てい る(高 井,2000b)。 さら に、 他 者 を受 容 しよ う とす る

姿 勢 は男女 共 に成人 中期以 降 、加 齢 と共 に強 ま り、大 学生 以 上の全 年齢 群 を通 じて女性 の方 が男性 よ りも

得 点 が高 く、30代 以 降 すべ て の年代 におい て性 差 が見 られ て いる(高 井,1999b)。 また 、 自己受 容 と他 者

受 容 との 間 に高 い相 関 関係 が あ る こ と も見 出 され てい る(Sheerer,1949,Spivack,1956)。 上 田 ・河野(1993)

は両者 の関係 を さらに異文 化 問 コ ミュニ ケ ー シ ョンに まで広 げ て大 き く捉 え、異文 化社 会 へ の適応 に際 し

て 異質性 を受 け入 れる ため には、 先ず 自己が 充実 し、 成長 してい る こ とが 必 要 にな る と し、 異質性 との接

触 が人 格の 成長 や 自己洞 察 を深 め る契 機 とな る としてい る。 異質 性 との対 決 の後 に、 あ りの ま まの 自己 を

受 容す るこ とが 、異 質性 を弁 証法 的 、超 越 的 に統 合 し、 自己 を新 し くよ り高 次 な次元 へ と導 くこ とに なる

としてい るので あ る。

自己受容 、他 者受容 に比 して 、 「他 者 か らの受 容」 に関 す る実証 的研 究 は 少 ない よう に思 われ るが 、 こ

れ ら3者 間の 関係 をみ た もの と して は、 自己受容 の高 い者 は他者 受容 も高 く、同 時 に他者 か ら も受容 され

てい る と感 じる傾 向 が 強い こ とが 示 されて い る(Fey,1955)。 また 、 自己評 価 の高 い 人 は 自 己 を受 容 され

た と感 じやす い こ とや 、受容 され た と感 じる人 は相 手 に対 して魅 力 を感 じやす い こ とな ど も示 され てい る

(梶 田,1966)。 さ らに、他 者 か ら受 け入 れ られ て い る とい う受容 感 は 自尊感 情 を促 進 す る もので あ る とい

う報告 もあ る(Leary,TamboらTerdal&Downs,1995)。Rogers(1958)は そ の心理 療法 にお いて 、治療 者 が信頼

関係 やあ たた か さの雰 囲気 の下 、 ク ライエ ン トを受容 す る こ とに よっ て 自己受容 へ と導 き、 クラ イエ ン ト

が 生 きる世 界 にお いて その経 験 に対 して開 かれ 、生 き生 き と した生 の営 み を可能 な ら しめ よう と した。 こ

の よ うに、人 が 自己 を受容 で きる ため に は、 そ の前 提 と して、親(養 育 者)、 家族 、 或 い はそ の他 の他 者 に

よって受容 され る とい う経験 が 重要 な もの で あ ろう と思 われ る。人 が この世 に生 を受 け、母 親 か ら無 条件
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に与 え られ る愛情 や 世話 とい った 良好 な母 子関係 に よって基 本 的信頼(Ehkson,1959)が 培 わ れ る とい う。

他者 か らの受 容感 に よって 自己 の存在 に対 す る 自信 が 持 て る ように もな り、生 きる こ とへ の積極 的 関与 に

もつ なが る もの であ ろ う と思 わ れ る。 しか しなが ら、他 者 か らの受 容 に 関す る研 究 は 自己 受容 ほ ど には余

りな されて いな い。

そ こで 、本研 究 におい て は 「他 者 か らの受容 感」 に焦点 を当て る こ とに した。 同時 に、他 者 か らの受 容

とい う場 合、人 間存在 だけ で な く、人知 を超 越 した もの に よって受 容 され て いる感 覚 も含 め るこ とに した。

日本 には"お 陰様 で"と い う言 葉が あ る。 大辞 林(三 省 堂)に よれ ば 、 「お蔭 は 、神仏 や他 人 か ら受 けた

恩恵 や助 け」 を言 い、 「お陰様 は、相手 また は世 間一般 に対 す る漠 然 と した感 謝の気 持 ちを表 す」 とあ る。

現在 の 自己 が存在 す る こ との背 景 にあ る多 くの 人々 に よる恩恵 や助 け とい う意 味 のみ で な く、 大 自然 や宇

宙、 神仏 な ど、 人間 を超 越 した もの に対 しての意 味合 い も含 まれて いる言 葉 であ る。 そ こで、 本研 究 は老

年期 まで も含 め た生 き方 態度研 究の 一環 と して な されて い る もので もあ るた め宗教 的 次元 を考 慮す る もの

と して 「人 知 を超 えた もの と しての 超越 力」 を視座 に含 め る こ とにす る 。 さ らに、上 記 と関連 して 「感 謝

の気持 ち」 の発達 的変 化 も合 わせ て検 討 す る こ とにす る。 また、他 者 か らの受 容感 とは相 反 した感 情 の一

つ と して 「孤 独 感」 が 挙 げ られ よ う。孤 独 感 や疎外 感 は と もす れば 人 を絶 望 の淵 に まで追 い や り、"生"

か ら離脱 させ る要因 に もなる もので あ る。生 き方 態度 を検 討 してい くた め には欠 くこ とので きない視 点の

一つ で あ ろ う
。孤 独感 を他 者 との親密 な関係 が築 けず 、他 者 か ら切 り離 され てい る と感 じて い るこ と と捉

える見 解 や 、或 い は極 め て苦 渋 に満 ちた感 情 と して捉 え、 乳幼 児期 の愛情 欠如 の 問題 を含 め、 精神 医 学者

や哲 学者 の見 解 を通 して孤 独 感 を検 討 した もの もあ る(Fromm-Reichman,1959;Semlat,1978)。 落合(1989)

は、 青年 期 の孤 独 感 は 「人 との理 解 ・共感 の可能性 につ い ての考 え方 」 と 「自己 の個 別性 の 自覚」 の2要

因か らな る2次 元 構造 をな す と し、青 年期 の孤 独感 を 「仲 間外 れ型 孤 独感 」 「理解 欠如 型孤 独感 」 「人 間不

信型 孤独 感 」 「代 替 不 可 能型 孤独 感」 の4類 型 に分 類 してい る。 また、 工藤 ・西 川(1983)に よる と、孤

独 感 の強 い 人は 、父母 との 関係 を不愉 快 で疎 遠で 冷 たい もの と考 え てお り、両 親 に不信 感 を抱 き、 自分 を

突 き放 され た存在 と して捉 え る傾 向 があ る とい う。特 に、 母親 との 関係 が重大 な意 味 を持 ち、 そ の関係 の

喪失 や崩 壊 が 強い孤 独 感 を生 み 出す こ とが 示 され て い る。本研 究 にお い ては 、"あ りの ま まの 自己 が他 者

か ら受容 され てい る感 覚 、 お よび 人知 を超 越 した 力 に よ って も トー タル に受容 され て いる感 覚"を 含 め、

「他 者か らの 受容感 」 「超 越力 」 「感 謝 」 「孤 独感 」 といっ た領域 を尺 度 の再 検討 も含 め て、 成人 期 を対象 と

して発 達 的視 点 か ら検 討 す る こ とに した。 さ らに、 これ らと、 自己受 容 や他者 受容 、 お よび生 き方 態度 や

対人 関係 、 自尊感 情 との 関連 を も検 討 す る こ とにす る。

2.方 法

(1)調 査 対 象 者 お よ び 調 査 実施 の 手 続 き

本研 究 にお ける調査 対 象 者 は、大 学生 、会社 員 、公 務員 、 自営 業 、専 門職 そ の他 に従事 す る有職 者 お よ

び主 婦 な どで あ る。60代 以上 の 男性 には無職(98名)も 含 まれ る。 質 問紙 配布 は国公 私 立の 大学 、 お よび複

数 の企 業(大 手 ・中小 企 業)、 市役 所 そ の他 に行 い、 さ らに、 知人 を通 して所 属 サ ー クル その他 へ の 配布

を依 頼 した。各 組織 内で の 配布 回収 は組 織 に属 す る知 人 に依頼 した 。 また 、本研 究 にお い て重視 す る視点

は、 主 と して人 生 を前 向 きに積極 的 に生 きる人 々の生 き方態 度 であ る ため 、老年期 に関 しては高齢 者 大学

に質問紙 の 配布 、回収 を依 頼 し協力 を得 た(高 齢者 大学 有効 回答176部)。 有 効 回答総 計 は1695名(M687名,

F1008名)で あ る。 内訳 は、 大学 生285名(M118,Fl67)平 均 年齢20.9歳 、大 学生 を除 く20代345名(M

128,F217)25.5歳 、30代271名(M130,Fl41)34.0歳 、40代318名(Mll2,F206)44.9歳 、50代183名

(M56,F127)53.9歳 、60代202名(M93,F109)64.3歳 、70代 以 上91名(M50,F41)73.7歳 で ある。 調査

時期:1996年10月 ～11月 。

(2)調 査 尺度

①存 在 受容 感 尺度1>:ソ ー シ ャル サポ ー トに関す る研 究(和 田,1989)や 自己 の二面 性 に関す る研 究(山

本,1989)、 お よび青年 期 の 疎外 感 を扱 った宮 下 ・小 林(1981)、 その他 、 心理 学 や宗 教 学 な ど文献 を参考
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に して項 目収集 を行 った。独 自 に追 加 した もの も含 め て計30項 目、5件 法 に よる尺 度 を作 成 し、 最終 的 に

19項 目 を抽 出。 得点 化 は 「よく当てはまる(5点 〉」～ 「全 く当てはまらない(1点)」 で あ る。② 自己受 容尺 度(宮

沢,1988):本 研究 にお いて はLス ケ ール を除 く27項 目の合 成得 点 を用 いた。"自 己理 解"、"自 己承認"、"自

己価 値"、"自 己信 頼"の4側 面 を含 む4件 法 尺 度 で あ る。③ 自尊 感 情尺 度(Rosenberg,1965):10項 目。

山本 ・松 井 ・山成(1982)が 邦 訳 し た もの を5件 法 で 用 い た 。④ 実 存 的 生 き方 態 度 イ ンベ ン トリ ー

(EAL):"主 体 性 的側 面 【決断 性 ・責任 性 ・独 自性]"、"自 己の存 在価 値"、"自 己 課題 性"、"意 味 志 向性"か

ら構 成 され る35項 目、5件 法 尺度(高 井,1999a>。 ⑤PILの 態度 ス ケ ール:dnmbaロgh&Mahd量ck(1964)の

尺度 の 岡堂(1993)に よる改 訂版 を用 いた 。20項 目、7件 法尺 度 。 主 に どの程度 人 生 に生 きる意味 や 目的 を

見 出 し,活 気 や充実 感 に満 ちて生 活 してい るか とい った こ とを問 う もの で ある 。⑥対 人 関係 性尺 度:"閉

鎖性 ・防衛 性"、"あ りの まま の 自己"、"他 者依 拠"、"他 者受 容"、"自 己優 先"よ りな る28項 目、5件 法 尺

度(高 井,1999b)。

3.結 果

(1)存 在 受容 感 尺 度

存 在受 容感 尺度 の 因子 構 造 を調べ るこ とを 目的 と して、 まず存在 受 容感 尺度 の30項 目に対 して探 索 的因

子分 析 を行 った 。最 尤 法 に よる因 子分 析(Promax回 転)を 行 い、 項 目内容 お よび因 子負 荷量 を検討 した

結 果 、11項 目 を削 除 して得 られた計19項 目 に関 して 、再度 、最 尤 法(Promax回 転)を 行 い4因 子 を抽 出

した(Tab豆e1)。 第1因 子 は"家 族 や

他 人 を問 わず あ りの ま まの 自分 を受

け入 れ て くれ る人 が い る。 信 頼 し合

え る 人 や理 解 して くれ る 人 が い る・Table1存 在受容感尺度の因子パターン行列(Promax回 転後)

とい った項 目 に高 い負 荷 量 が 見 られ

た の で 「他 者 か らの 受 容 感 」 因 子 、

第2因 子 は"孤 独 で 寂 しい と感 じて.

い る。拒 否 され る こ とが多 い と感 じ

てい る"と い った 項 目 に高 い負 荷 量

が 見 られ た の で 「孤 独 感 ・疎 外 感 」

因 子 、 第3因 子 は"何 か大 き な 力

(神様 、仏様 、大 自然 な ど)に よって

生 か され て い る、 守 られ て い る、 あ

りの ま まの 自分 が 受 け 入 れ られ て い

る と感 じて い る"と い った項 目に負

荷 量 が高 か った ので 「超越 力 を意 識」

因子 、 第4因 子 は"い ろ い ろ な人 の

おか げで今 日 まで や って これ た の だ

と感 謝 して い る。 今 まで の 人生 にお

い て人 にあ た たか く包 まれ て い る安

ら ぎや 喜 び を感 じた こ とが あ る"と

い っ た項 目に負 荷 量 が 高 か っ た の で

「感 謝 ・安 ら ぎ感 」 因子 と命 名 した。

次 に、検 証 的 因子 分 析 を行 う こ と

にす る。検 証 的 因子分 析 モ デル で は、

因子 負 荷 行列 にお いて あ る特 定 の 因

子負 荷 量 をゼ ロ と固定 す る こ と に よ

項 目 内 容 FIF2F3F4

5.私 には家族や他人を問わず、ありのままの自分を

受け入れてくれる人がいる。

4.私 には心から信頼し合える人がいる.

6.私 には私をあたたかく見守ってくれる人がいる.

1.私 には私を理解してくれる人がいる.

8.私 には私がつらいときや悲しいときに慰めてくれる

人がいる.

給.私 には私の個人的問題について話し舎える人がいる。

,921

β69

.836

.η2

,676

.646

.055.009一.056

019ρ14一.033

.012一.019.033

.007.028.000

「027一.027。137

「034一.020,039

胴.粘 は無視されることが多いと鐵じている.

28.瓢 は人から拒否されることが多いと感じている.

24.私 は祖独でさびしいと感じている.

14.私 は誰からも愛されたことがないと感じている.

7.私 の腐圏には心を許し合える人がほとんどいない.

23.私 には穐の話を菖剣に聞いてくれる人がいないρ 箋團顯
21.寝 は何か大きなカ(挿様.仏 樺、大白然など)に ・

よって生かされているのだと忌う,

30.駄 は何か大麿なカ(神橡.仏 様、大自然など)に

よって守られていると感じている.

9.私 は何か大きなカ(神様、仏様、大自然など)に

よって、ありのままの自分が全面的に受け入れ

られていると感じている.

一.044一.009

一.oogo12

.063一,006

.947

.897

.837

一.008

.073

一迫23

26.私 は日常生活のささやかなことにでも感謝の

思いがある.

19.私 はいろいろな人のおかげで今日までやって

これたのだと感謝しているg

27.今 家での人生において.人 にあたたかく包まれて

いる安ら響や宴ぴを感じたことがある.

22.閥 圃の人たちはあたたかい心で私に接してくれて

いるように感じている.

一,041.084.149

013一 ρ26一.003
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っ て、解釈 の し易 い単 純構 造 を もつモ デ ル を構 成 し、適 合度 を吟味 す る こ とで、 その単 純構 造 を統計 的 に

検 証 し よう とす る。 ま た、平均 の 異 な る属 性 を変 数 に含め て モデ ルの適 合 度 を検 討 す る こ とに よって、 平

均 の異 な る集 団 を合併 して行 っ た分析 モ デ ル2)の 妥 当 性 を検 討 す る こ とが 可 能 とな る。本 研 究 で は、 年

齢 と性 別 に よっ て尺度 の平均 が異 な る ことが想 定 され てい る。 そ こで 、因子 の単 純構 造 を検 討 し、年 齢 と

性 に よる平 均 の違 い を調整 す るた め に構 造 方程 式 モデ リン グを用 いて検 証 的 因子 分析 を行 い、探 索 的 因子

分 析 モ デルの妥 当 性 の検 討 を行 っ た(Fig.1)。 パ ス係 数 は標準 化 され たパ ラメー タの推 定値 を用 い た。 構

造 方程 式 モデ リン グは様 々 な適 合 度指 標 を用 いて モ デルの 適切 さを検討 す る もの であ るが 、本尺 度 のモ デ

ルの適 合度 は、GFI=.94,AGFI=.92,CFI=.95,RMSEA=.06で あ り、 いず れ もほ ぼ満足 で きる値 が得 られ てい

る(狩 野,1997)。 これ らの結 果 か ら、平 均 の違 い を調 整 した 上で もなお 、探 索 的因子 分析 と同様 の因子 パ

ター ンを もつ モ デル が受容 され てい る。従 って、存 在 受容感 尺度 の各観 測 変数(項 目)は そ れぞ れの 因子

の指標 とな り得、 探索 的 因子分 析 に よって得 られ たモ デル は妥 当で あ る と言 え よう。
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Fig,1存 在 受容感尺度 のMIMlcモ デル

年 齢 と性 か らの パ ス係 数 は4つ の因子 にお け る平 均 を表す 。 す な わち、 第1因 子 「他 者か らの受 容感 」

と第2因 子 「孤 独 感 ・疎 外 感 」 は 年 齢 に よる 効 果 は見 られ ず 、 性 の み 効 果(第1因 子:.28,第2因

子:一.20)が 見 られ た(男 性 を基準0と し、 女性 を1と してい る)。 「他 者 か らの受 容感 」 は女 性 の方 が男性

よ りも平均 が有 意 に高 く、 逆 に 「孤 独感 ・疎 外 感」 は男 性 の方 が 女性 よ りも有 意 に平均 が高 い 。 また 、第

3因 子 「超越 力 を意 識 」第4因 子 「感 謝 ・安 ら ぎ感 」 にお い て は年 齢 、性 と もに効 果が 見 られ(第3因 子:

.43,.12、 第4因 子:.24,.27)、 加 齢 に伴 って平均 が上昇 す る傾 向 にあ る と同時 に、 いず れ も女性 の方 が男 性

よ りも平均 が高 い傾 向 にあ る。

尺 度 の信 頼 性 をCronbac歴 の α係 数 に よって求 め た ところ、 第1(下 位)尺 度.92、 第2尺 度.85、 第3尺

度.93、 第4尺 度.80で あ った。い ずれ も高 い数値 を得 て お り、各 下位 尺度 は一貫 した内容 を もつ と言 え よう。
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(2)発 達 的 変 化 の 検 討

大学 生 か ら70代 以 上 の計7つ の年齢 群 に よる年齢 段 階 別の 差 、 お よび性 差 を検 討 した結 果 をTable2に

示 した。存 在受 容 感尺 度 の得 点 に 関 して、 年齢 と性 を2要 因 とす る分散 分 析 を行 っ た結 果、 第3(下 位)

尺 度 のみ 交 互作 用 が有 意 で あ っ た(F(6,1酩1)=2.91,p<.01)。 第1尺 度 と第2尺 度 は交互 作 用 が有 意 で な く、

いず れ も性 の み主 効果 が0.1%水 準 で有 意 であ った(第1尺 度:F(1,1681)=126.61,第2尺 度:F(1,1681)=55.21)。

第4尺 度 は年 齢 に よる主効 果(R6,1681)司7.53)と 性 に よる主効 果(R1,1681)3102.31)が それ ぞれ0.1%水 準 で

有意 で あっ た。

Table2年 齢段階別における存在受容感尺度得点の平均値(SD)

大学生 20代 30代 40代 50代 60代 70代 以上

鋤 下位尺度 男 性2425(5.08)23.48(6.29)23.88(5.響6)23.89(4.75》24.46(4.82)23.97(4.17)23.70(482)

他 者 か らの 女 性26.09(4.58)2647(4.20)26.26(4.12)26.45(3.89)26.89(3.49)26.72(4ρ3)28.20(3.06)

受 容 感 性 差*榊 牌 料 臨 縣 牌 ホ

篤2下 位尺度 男 性12.23(4.83)11.23(4.74)11.70(4.40)11.63(4.38)判.05(4.00)11.98(424)12.88(4.92)

孤 独 感 女 性10.69(4.17)1040(4.17)10.18(4」2)9.86(3.75)9.84(3.73)9.93(4」6)9.76(4.36)

疎 外 感 性 差 串**串 零**

第3下 位尺度 男 性7.48(4.32)7.70(3.84)8.57(4.18)8.96(3.99)10。21(3.89)10.94(3.12)1t22(3.00)

超 越 力 を 女 性7.28(3.64)7.92(370)<<<9.76(3,91)10β7(3・64)11,43(371)〈12・70(2・98)1322(2・30)

意 朧 性 差*林*

第4下 位尺度 男 性15.58(3.08)

感 謝 ・ 女 性16.91(2.68)

安 らぎ 感 性 差 林

男 女込み 雪6.36(2.92)

15」43(3.27)15.72(2∴ ア2)15.7プ(3」01)

16.70(258)16.92(2.85)17.37(244)

料=****

16.23(292)層1635(2.85)16β1(2.76)〈

16.59(2.85)

17.89(2.07)

17!塾9(2.41)

*ホ*(<<<)pく .001,**P〈.01,導(〈)p〈.05

17.08(2.21)17.22(2.40)
18.55(t93)1920(1.20)

***

17.87(2.18)18.11(2.18)

次 に、交互 作用 が見 られず 、性 の主 効果 が 有意 であ った第 ユ尺度 、 第2尺 度 、 第4尺 度 につい てそ れぞ

れ男 女 別 に平均 を求 め る と、第1尺 度 「他 者 か らの受 容感 」 につ いて は 女性 の平 均(2653)が 男性 の 平

均(23.91)よ りも有 意 に高 く、 第2尺 度 の 「孤 独 感 ・疎外 感 」 で は、 逆 に男 性 の平均(11.76)が 女 性 の

平均(10.16)よ り も有意 に高 か った。 さ らに第4尺 度 の 「感 謝 ・安 ら ぎ感 」 で は女性 の平均(17.36)が

男 性 の平均(16.01)よ りも有 意 に高い 結 果 で あ った。 第4尺 度 の年齢 の主 効 果 につ い て男 女込 み に して

多重 比 較(Tukey)を 行 った結 果、40代 か ら50代 にか けて は5%水 準 での 有 意差 が見 られた 。交 互作 用 が

有意 で あ った第3尺 度 「超 越 力 を意識 」 につ い て各水準 ご とに単純 主 効果 の検 定 を行 っ た。年 齢 お よび 性

に関 して男 女 ともに0.1%水 準 で有 意 であ っ たた め多重 比較(Tukey)を 行 っ た。男 女共 に加 齢 に伴 っ て得

点 が上 昇 す る傾 向が 見 られ たが 、 女性 にお い て は20代 か ら30代 にか けて0.1%水 準 で 、50代 か ら60代 にか

け て5%水 準 で の有 意 差 が見 られ た 。 また 、性 差 に関 して は30代 で5%水 準 、40代 で1%水 準 、60代 で

5%水 準 で女 性 の方 が男性 よ り も有意 に得 点 が高 か った。

以上 の結 果 を概観 す る と、 「他 者 か らの 受容 感 」 は女 性 の方 が 男性 よ りも有意 に強 く感 じて お り、 「感

謝 ・安 ら ぎ感」 は男 女共 に加 齢 に伴 って これ らの意識 が 強 まる と同時 に、女 性 の方が 男性 よ り もこれ らの

意識 を有意 に強 く抱 い てい る様子 が 窺 える。 また、神 仏 や大 自然 な ど 「人 知 を超 越 した力 を意識」 す る気

持 ち は男女 共 に加齢 と共 に強 まる ので ある が、20代 以 降 、女 性 の得点 の方 が 男性 よ りも高 く、30代40代 お

よび60代 に おい て性 差 が見 られ た。逆 に、 「孤 独 感 ・疎 外感 」 は男 性 の方 が 女性 よ り も有 意 に強 く感 じて

いる様 子が 窺 えた 。

(3)他 の 尺 度 に よ る検 討

存在 受容感 尺 度 が測定 す る領域 は 自己受 容 を初 め と して 、生 き方 態度 領域(EAL・PIL)、 自尊感 情 お よ

び対人 関係 領域 と も密接 な関連 を持 つ もの と考 え られ る。 そ こで、 そ れ らの領域 を測 定 す る尺度 と存 在受

容 感尺 度 との関連 を検 討 した。 全 年齢 群 を込 み に した尺 度 間相 関(Pearsonの 相 関係 数)の 結果 はTable3
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の通 りであ る。 さらに、4下 位 尺 度 の うち 「他 者 か らの受 容感 」 を取 り上 げ、 この領域 が各 年齢 段 階別 ・

男女 別(本 稿 で は4期 に分 けて分 析 を行 った)に おい て他 の尺 度 が測 定す る領 域 と どの よ うな関連 を持 っ

てい るのか を検 討 した(Table4。 但し、相関係数の絶対値が.300以上のものがある下位尺度のみを示した。この分析結

果は考察に含めて行うことにする)。

Table3尺 度 間相関

決断性・ 自己の 自己 意味 閉鎖性 ありのまま

責怪性・独自性存在価値 課題性 志向性Plし 自己受容 自募感惰 防衛性 の自己 他書依拠 他者受審 自己優先

榊
他者からの受容理228 榊
孤狡 感 ・疎 外感 一.213

辮
趙越力を意議.251 鱒
感謝・安らぎ感.285

.523榊339寧 躰360寧 韓413脚 ゆ430辮.363● ゆ◎一L328紳 零 」91榊 一〇82辮348辮 一.165榊

一
.481辮 一.290辮 一.267朝酢一.472榊 一.569榊 一495韓8.530劇 陣一㌦158劇 博.217辮 「262辮258鱒

354辮374襯.448寧 韓.334榊214噌 嚇.123韓 掌一.088騨 寧.20プ 榊 『㌦085辮314韓 聯 一,110噸弊

.533榊462劇 牌 石39榊 」520榊.462樽360榊 一,340劇陣250鉾 参「094牌 寧.505榊 一㌦236辮

***P〈.001

Table4年 齢段 階別 にお ける 「他者 か らの受容感」 と他 の尺度間相関

実存的生き方態度インベントリー〈EAL)

決断性・ 自己の 自己 意味

資任性敷 自性存在価値 課題性 志向性P

対人関係性

閉鎖性
L自 己受審 自鎮感情 防衛性 他者受容

大学生

20代 ・30代

40代 ・50代

性

性

性

性

性

性

男

女

男

女

男

女

60代 ・70代以上 男性

女性

.272鱒.621韓 ◎489劇 牌.418躰 ゆ.413榊

.1670.528魯 ●.354紳 聯206● 噂.459糊

.359串 韓.653騨 事.462榊.425榊.565躰 嘩

.221辮.464榊.339榊,334韓 噸.424脚 ●

.283鉾 ●.564紳 嘔376纏 ゆ.412鱒.450劇 牌

20ら 韓●.440榊.278● 韓.294韓 ゆ354㈲

.312㈲538朝 噂.404榊.448榊.472紳 ●

.297● 鱒.410脚 ●.249韓.386鱒280零 ●

423榊.485榊 一,261鱒349榊

461紳 申.416榊 一.435榊.282榊

.569脚 學,484軸 串 一.415榊.322零 鉢

.452鱒.335● 韓 「372….366榊

.409鱒.405榊 一.369鱒487辮

!529榊,320榊 一,281榊 。232咽帥事

.501● 串●.466● 韓 一.229縛.356劇 噂

.309輔 噂 。168.一.226韓.369榊

ホ**p<.001**pく.01*pく.05

先ず 、実 存 的生 き方 態度 領域(EAL)で は存在 受容 感 の各 下位 尺 度 と最 も関連 が見 られ たの は"自 己の

存 在価 値"で あ った。 「他 者 か らの受容 感 」 や 「感 謝 ・安 ら ぎ感 」 「超越 力 を意 識」 との 問 に正の 相 関 が、

「孤 独感 」 との問 に負 の相 関が 見 られ た。 また 、 「感 謝 ・安 ら ぎ感 」 は"意 味 志 向性"と の 関 連 が 強 く、
"自 己課 題性"と も正 の相 関 があ る

。「超 越 力 を意識 」 は"意 味 志 向性"と 正 の相 関が 見 られた。 さ らに、

EALと 関連 の あ る"PIL"に つ い て見 てみ る と、存 在 受容 感 尺 度 の 下位 尺度 の 中で は 「感 謝 ・安 ら ぎ感 」

が最 も強い 正 の相 関が あ り、 次 いで 「孤独 感 」 が負 の、 「他 者 か らの受 容感 」 お よび 「超 越 力 を意識 」 と

の間 に正 の相 関が 見 られ た。

次 に、"自 己受 容"に 関 して は、「他 者か らの受容 感 」 との 間 に正 の相関 が見 られるが 、 それ以 上 の強 さ

で 「孤 独 感 」 との間 に負 の 関連 が見 られ て い る。 同時 に、 「感謝 ・安 らぎ感 」 と も正 の相 関 が示 され てい

る。 また、 自己受 容 と強 い 正 の相 関 関係 にあ る こ とが 示 され てい る"自 尊 感情"(高 井,1999b)に 関 して

も、 「孤 独 感」 が負 の相 関 を示 し、「他 者か らの受容 感 」お よび 「感謝 ・安 ら ぎ感 」 が正 の相 関 を示 してい

た。対 人 関係 性領 域 にお い ては、"閉 鎖 性 ・防衛 性"が 「孤 独 感」 と最 も強い正 の相 関 を示 し、 「感 謝 ・安

らぎ感 」 「他 者 か らの受容 」 は負 の相 関 を示 してい た。"他 者受 容"と 最 も関連 が み られた のは 「感 謝 ・安

らぎ感 」 で あっ た。次 い で 「他 者 か らの受容 感」 お よび 「超 越力 を意 識」 との間 に正 の相 関が み られ た。
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4.考 察

人間存在だけでなく、人知を超えたものによる受容感までも含めた、自己を受容されているという感覚

について成人期を対象に発達的視点から検討した結果、日々の生活において、ありのままの自分が受け入

れられ、理解されているといった 「他者からの受容感」や、過去において他者からあたたかく受容され、

安らぎや喜びを感じた経験、およびいろいろな人のおかげで今日までやってこれたことへの感謝や日常生

活のささやかなことに対する感謝の気持ちを示す 「感謝 ・安 らぎ感」、および人知を超越したものによっ

て生かされ、守られ、ありのままの自分が受け入れられているといった受容感を含む 「超越力を意識」す

る感覚は女性の方が男性よりも有意に強 く感じていることが示された。逆に孤独で寂 しいと感 じたり、無

視されることが多いと感じる 「孤独感 ・疎外感」は男性の方が女性 よりも有意に強く感じている様子が窺

える結果であった。

青年期 とプレ成人期(13歳 から20代後半)に おいて心理的孤独感を感 じている者が多いことや(落

合,1989)、大学生男子の方が女子よりも孤独感を有意に強 く持っていることが報告されている(諸井,1987)。

さらに、老人ホームに在園する高齢者の場合、女性の方が男性よりも 「孤立認知も孤独感もない」とした

割合が多かったことが示されている(長 田 ・原 ・荻原 ・井上,1981)。

大学生から70代以上の年齢群を対象とした本研究結果は、これら一連の孤独感に関する研究結果とも符

合するものであるが、これらの結果の背景にある要因の一つとしてソーシャルサポートの視点が挙げられ

よう。孤独感が友人サポー トに大きく規定され、多くのサポートが得られれば得られるほど孤独感を緩和

する方向に作用するという報告がなされている(和 田,1992)。女性の方が男性に比 して 「他者からの受容

感」を強 く感じているという本研究結果は、女性の方が男性よりも人的サポー ト・人とのつながりのネッ

トをより多く持っているか、或いは人数の多少の問題ではなく、また単なる他者と物理的空間を共有する

だけのつなが りというのでもなく、自分がつらい時など人生の重要な局面において精神的な支えとなる他

者の存在があることを示唆するものと言えよう。また、大学生男子は女子よりも互いの内面に影響するよ

うな深い関わりを回避するだけでなく、表面的な対人関係の維持からも脱却する傾向が強いことが示され

ているが(岡 田,1993)、男女の対人関係のあり方の相違 もまた要因の一つと考えられよう。長田ら(1981)

は、女性の方が孤独に対する耐性が高いのではないかとしており、孤立認知や孤独の低減には、自分にと

って意味のある他者との交流が重要なのではないかと指摘 している。本研究結果においても見出された明

確な性差が生じる背景要因については今後さらに探っていかねばならない課題であろう。

他の尺度との関連を検討 した結果からは、「他者からの受容感」や 「感謝 ・安らぎ感」をもつことがで

きている人は自己の存在価値意識を自覚できている傾向にあった。さらに自己を受容でき、自尊感情をも

合わせもち、日々の生活において苦しみから逃避せず、他者に役立つことやどんな状況にも意味を見出そ

うとする意味志向性を持ちながら、自分のするべき課題に遭進するといった、人生に対する積極的で前向

きな生き方態度をもっている様子が窺えた。このような人は人生における自分なりの意味や目標を見出 し、

日々活気や充実感に満ちて生活できている度合いの高い人でもあった。さらに、他者に対 しても閉鎖的 ・

防衛的な態度ではなく、他者を理解し受容 しようとする姿勢をも持っていることが示されていた。他者受

容に関しては、他者からの受容感以上に 「感謝 ・安らぎ感」が強い関連をもっていた。また、「超越力を

意識」する姿勢と最も強い関連がみられたのは意味志向性であった。いかなる運命や境遇の中にも、また

苦しみや悩みの中にも意味を見出していこうとする姿勢が、人知を超えたものに対する思いと関連してい

るのである。同時に、自己の存在価値や人生における自分なりの意味や目標を見出し、日々の生活を自己

課題的に生 き、充実感に満ちて生活する中で他者受容の姿勢をも合わせもっている様子が窺えた。一方、

「孤独感 ・疎外感」と最も強い負の関連があったのは自己受容であった。自己を受容できていない人の内

的世界の奥底に孤独感や疎外感がある様子が窺える。そして、孤独感や疎外感を感 じながら生きている人

は、他者に対しても閉鎖的 ・防衛的な姿勢をとり、自尊感情も持てず、自己の存在価値や人生における自

分なりの意味や目標も見出せないままに、日々の生活に空虚感を感 じつつ生きているのである。孤独感の

強い人ほど他者に無関心で、自己を過小評価する傾向があり、社会的規範への適応が悪 く、社会的順応性

に乏しいことが指摘されているが(工 藤 ・西川,1983)、本研究結果もそれらを支持するものと言えよう。



252 高 井 範 子

次 に、性 差 が顕 著で あ った 「他 者 か らの受 容感 」 を取 り上 げ、年 齢段 階 別お よび男女 別 に よる他 の尺度

との 関連 を検 討 した結 果 か らは、青 年 期 ・成 人前 期(大 学 生、20代 ・30代)ほ ど 「他 者 か らの受容 感 」 と

い う もの が"自 己 の存 在価 値意識"と 強 い 関連 を もつ もので ある こ とが示 されてい た。 また、 いず れ も男

性 の方 が 女性 よ りもそ の 関連 は強 く、20代 ・30代群 お よび60代 ・70代以上 群 の男性 にお いて両 者 の関連 が 特

に強 い こ とが 示 され てい る。 さらに、 「他 者 か らの受容 感」 は実存 的生 き方態度 領域(EAL・PIL)や 、 自

尊 感情 、他 者 受容 に少 な か らず 影響 を与 える もので あ るが 、全体 的 に男 性 の方 が女 性 より もこれ らの関 連

が 強 い傾 向 にあ る ことが分 か る。女 性 は他者 との 関係性 を重視 して生 きる こ とが様 々 な知見 か ら得 られて

い るが 、 しか し、 その 関係性 のあ り方 とい う ものが 男性 と女性 とでは異 なっ てい るの で はない か と思 われ

る。人 間 は誰 しも様 々 な弱 さを もって生 きる存在 で あ る。他 者 とい う存 在 に支 え られ なが ら生 きる もの で

もあ る。 自分 を理解 し、受 け入 れ て くれ る人 の存 在 、人 の心 の あ たた か さや支 え、 人 に対す る信 頼 を失 っ

た時、 人 は絶望 の 淵 に停 む こ とに なる。 しか し、 弱 さや欠点 を もった あ りの ままの この 自分 が他 者 に受 け

入 れ られ てい る とい う実感 、 自分 に とって重 要 な他 者 か らかつ て受 容 され た経験 、他 者 か らの ゆ る ぎない

受 容感 によ って 自己の 内 的世 界 に確 固 た る 自己の存 在意 義 のベ ー スが築 か れ、 その こ とに よってそ の後 の

人 生 を 自己や他 者 、世 界 に対 す る信 頼感 と共 に、困 難 に も立 ち向 かっ てい く勇気 も得 られ るの で はない だ

ろ うか。 た とえ長 い人 生 にお いて絶 望 の淵 で揺 ら ぐこ とが あ った として も、 自己 の内 に喚起 すべ き安 らぎ

の世界 を持 つ持 た ない で は大 きく異 な る もので あ ろ う。中高年 男性 の 自殺 が多 い と言 われ る 日本 で あ るが 、

他 者 か らの受容 感 が女 性以 上 に 自己の存 在価 値 意識 や 自尊感 情 、 自己受 容 、 さ らに前 向 きな生 き方 態度 に

関連 の見 られ た男性 で あ る。今後 さ らに検討 す る課題 が 示唆 されて い る ように思 わ れる。

また、 「超 越 力 を意識 」 す る姿勢 は男 女共 に加 齢 に伴 って増 加 す る傾 向が 示 されて い た。 それ と相 侯 っ

て 日々の 生活 にお ける 「感 謝 ・安 らぎ感 」 もまた加 齢 に伴 って上昇 す る傾 向が 示 され てい た。 人 間の全 存

在 を偏 狭 な既 知 な る知 識 やlogOSの 次 元 のみ で捉 えず、soulの 次元 で捉 え よ うとす る姿勢 もまた 、関係 性 の

中で生 きる人 間が 他者 を尊 重 し、他 者 とのあ たた か な親和 的 関係 を築 い てい くこ とが 可能 に なる要 因 とな

る ので はな いか と思 われ る。 本研 究で取 り上 げた領 域 に関連 す る もの と して 内観療 法 が挙 げ られ よう。 自

分 は親 か ら も誰 か ら も愛 され た こ とが ない と感 じ、恨 み や憎 しみ を持 って いた 人が 内観 によっ て親(他 者)

か らの愛 に気 づ き涙 す る事 例 もあ る。悔 い改 め の涙 と共 に感 じる愛 は人 間的次 元 を超越 す る もので あ ろ う。

そ して 、 自分 一 人で生 きて い るので は な く、 自己の"生(生 命 ・人 生 ・生 活等)"を 存在 せ しめて い る も

の と して、 直接 的 関係 にあ る他者 のみ な らず 、間接 的 な他 者 や超 越力 を意識 す る とこ ろか ら も 「感 謝 の気

持 ち」 が生 まれる もので は ないか と思 う。

序章 におい て述 べ た上 田 ・河野(1993)の 視 点 は異 文化 適 応 に限 らず、 同 じ文化 内 に お ける異 質性 に も言

える こ とで あ ろ う。画 一的側 面が 多 く見 られ る 日本 の社 会 にお いて は、 自分 の持 つ属 性 と少 しで も異 な る

属性 を持 つ他 者 に対 して排 除の論 理 が働 きやす い。異 質 な ものへ の親 和 的貢 献的 な関心 や、異 質 な もの を

自己の 内的 世界 を拡 大深 化 させ る もの として積極 的 に捉 え るの で はな く、 自己 の世界 や 自己 が存在 す る時

空 間、 既知 なる世界 にお ける安寧 や 、既 存 の他者 関係 にお け る 自己 の立 場 を脅 かす もの と して捉 えてい る

よ うに も思 わ れる。 国際 化が 叫 ばれ る 日本 にあ って は 尚更、 身近 な生 活 空 間の対他 者 関係 か ら異 質性 を受

け入れ る こ とので きる寛 容 さ、成 熟性 が 求め られ、 あ りの ま まの 自己 に向 き合 う勇気 が必 要 であ る よ うに

思 われ る。 そ の勇気 は 、能力 の有 無 な どの評 価 的側面 に よる条件 付受 容 とい った よう な もの で は決 して な

く、弱 さ も惨 め さ も合 わせ持 った人 間存 在 その もの と して の、 あ りの ま まの 自己 を他 者(親 、養 育者 、 そ

の他 の他 者)か ら しっか りと受 け入 れ られ た とい う経 験 に よって生 み 出 されて くる ように思 われ る。他 者

か らの受容 感 は入 に生 きる勇 気 と希望 を与 え る もの で もあ る。本 研 究結 果 を踏 ま え、 今 後 さ らにそ れ らの

背 景 にあ る要 因 を探 ってい くと同時 に、 これ らのテ ー マ に関連 す る社 会 的次 元 にお け る課題 が 山積 して い

る昨今 、心 理 学領域 が 社会 か ら求 め られて い るニ ーズ に こた え られる ような視点 を も含 め た研 究 お よび活

動 を行 ってい きた い と思 う。
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<注>

1)本 尺度 は日本心理学会第61回 大会(1997)に て発 表 した もの を本稿 において再検 討する ものであ る。尺度名 を

「存在受容感尺度」 と改め た。

2)こ のモデルは背景変数をもつ検証的因子分析 モデル、 またはMIMICモ デル(Muthen-Muthen,1998)と 呼ばれる。
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AStudyoftheAcceptancebyOthersandtheAttitudetowardLife

:AninvestigationbyusingaBeing-A㏄eptedScale

TAKAI,Noriko

Thepulposesofthisstudywere:1)toreconstructaBeing-AcceptedScale,2)toexaminedevelopmen囲

change,3)toinvestigatetherelationshipbetweentheacceptance-by-othersandone電sattitudetowardlif¢.The

respondentswerel695ma韮esandfemales(ffom18ω88yearsold).Theresultswereasfbllows:Fourfactorswere

isolatedC'acceptancebyothers",'「10ne .蓋inessla董ienation","awarenessoftranscendentpower""thef㏄lingof

gratitudelpeaceofmind").In"acceptancebyothers",themeanscoresweresignificantlyhigherfbrf6malesthanfbr

males.Butin"10nelinessla藍ienationマ',thescoresofmalesweresignificantlyhigherthanthoseoftheirf¢male

counteゆarts.In"awarenessoftranscendentpower",thescoresfbrbothmalesandfbmalestendedtoinc㈹asewith

age.Esp㏄ially,thescoresoffbmalesshowedremad【ableincreasebetw㏄nthe20-29agegroupandthe30-39age

group(pく.001).Also,themeanscoresweresignificant藍yhigherfbrfemalesthanfbrmales.Sexdiffb爬ncesweπe

fbundin30-39,40-49,60-69agegroups.In電'thefeelingofgratitudelpeaceofmind",thescorestendedtoinc鷹 ∋ase

withage.Themeanscoresweresignificantlyhigherf6rf6malesthanfbrmales.Furthermore,1'acceptanceby

others'。and「'thefbelingofgratitudelpeaceofmind"showedasignificant,positivecom∋ 量ationw孟th"se艮worth"and

"se監卜ac
ceptance",andledtoavigorousattitudetowaK葦lifeandacceptanceofothers.


